
平成 28 年度生物多様性認知度等調査（インターネット調査）の結果 
 
１．生物多様性認知度調査（インターネット調査）について 

○ 生物多様性の認知度等を把握するために、平成 19 年度から実施。 
○ 平成 21 年度から不定期（平成 24、26～27 年度）に実施している「環境問題に関す

る世論調査」を補足する位置づけ。 
○ 世論調査との単純比較はできないものの、生物多様性認知度の経年変化は世論調査

と同様の傾向を見せていることから、環境基本計画の点検において本調査結果を活
用している。 

 
２．平成 28 年度の調査方法等 

○ 調査地域・対象：全国・20 歳以上の男女（無作為抽出※） 
○ 調 査 実 施 期 間：平成 29 年 2 月 7 日～2月 9日 
○ 総 回 答 数：1,000 サンプル 
○ 調 査 方 法：インターネット調査 
○ 設 問 数：14 問    

 

３． 主な質問と調査結果 

【質  問】あなたは自然について、どの程度関心がありますか。 

【調査結果】自然への関心は低下傾向にあるが、H27 調査と比較すると微増。 

 
【質  問】あなたは「生物多様性」という言葉を知っていますか。 

【調査結果】COP10 開催（H22 年度 2回目）以降、認知度は低下傾向にあるが、H27 調査と

比較すると微増。 

 

資料８ 



※以降の質問については、生物多様性についての説明を読んだ後に回答する形式。 
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【質  問】あなたは現在、生物多様性の損失がどの程度進んでいると考えていますか。

次の中からそれぞれ１つだけお答え下さい。-日本国内で生物多様性の損失がどの程度進

んでいるか。 

【質  問】生物多様性の損失が進んだ場合、あなた自身や将来世代の子ども達に影響

があると思いますか。次の中から１つだけお答え下さい。 

【質  問】あなたはどうして生物多様性を保全しないといけないと思いますか。以下

のそれぞれの考え方に対して、あなたの意見に近いものをお選び下さい。-四季の変化、

地域性豊かな風土など、私たちの暮らしや文化を豊かにしてくれるから。 

【質  問】人間の生活は、生物多様性から得られる自然の恵みに支えられているこ

とから、地球上のさまざまな生物やそれらが生息できる環境を守る取組が進められて

いますが、あなたは、このことについてどのようにお考えでしょうか。次の中から１

つだけお選びください。 


